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俟って「最も読みにくい」とされ(Butler, Maria Edgeworth 337)、これまであ
まり論じられてこなかった。実際、登場人物も多く、エピソードも多岐にわ
たり、いささか散漫な印象を与えないわけではないが、パーシー家(the 
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トはかなり分かりやすいものなのだが、このパーシー家の人々を軸としつつ












いいだろう(Rev. of Patronage, The Quarterly Review 10.20: 308-9)。また、「公
的」な世界を描いたことで彼女の父親の影響力がわけても取り沙汰され、父
親への反感から酷評を受けた面もあった4。 
実際、エッジワースの父リチャード・ラヴェル(Richard Lovell)は 1809 年
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(NSW 6: 105-6) 
 
専門的知識を身に付けた土地経営者という地方地主像には、実際にアイルラ










の成長物語を描く『パトロネッジ』には、エッジワースが 1800 年代、10 年
代に発表したアイルランド小説と通底するものがあるのも不思議ではない。
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たことも押さえておかなくてはならない。女性作家がフィクションを書く上
で、規範からの逸脱と取られがちな｢ロマンス (romance)｣や｢感傷小説
















































(NSW 7: 52、下線筆者) 
 
わざわざ指摘するまでもないだろうが、この長い引用の中で｢アルテンベルク
伯爵はイングランドで出会う定めだったのだ(It was reserved for Count 
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ここで、18 世紀から 19 世紀への転換期、ロマン主義の台頭に伴って、ナ
ショナル・キャラクターという概念への関心が増していたことを想起するべ







(Sydney Owenson)の『奔放なアイルランド娘』(The Wild Irish Girl)が出版さ
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1 本稿は、18 世紀イギリス文学・文化研究会第 14 回例会(2009 年 10 月 31 日於専修大
学)における研究発表「マライア・エッジワースのブリテン像：Patronage 読解」および
International Conference: Digital Romanticism(2010 年 5 月 22-3 日於東京大学)におけ




2 ジェンダー批評においては、Elizabeth Kowaleski-Wallace、Caroline Gonda らによ
り実際のエッジワース父娘の関係と関連付けられながら、『ベリンダ』などの作品にみ
られる家父長的価値観への同調と反発という緊張関係の問題が論じられてきた。一方、
W. J. McCormack をはじめ Julian Moynahan、Vera Kreilkamp らはイングランド系植
民者の不安を表象するアングロ・アイリッシュ文学の系譜にエッジワースのアイルラ
ンド小説を位置付ける。 
3 例えば、Michael Gamer や Sharon Murphy はエッジワース作品における「ロマンス」
の要素を重視し、それを広く児童向け作品から風俗小説、アイルランド小説にまで適
用している。 
4 『エディンバラ・レヴュー』(The Edinburgh Review)は『パトロネッジ』について、「こ
の箇所やこれから指摘する箇所が紛れもなく彼女の筆によるものか、と我々は時々疑
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(Butler, “Introductory Note” xxv)。 
5 『パトロネッジ』の前身は 1787 年ころからリチャード・ラヴェル・エッジワースが
就寝前の物語として家族に語って聞かせた「フリーマン一家」(”The Freeman Family”)
であるといわれている。エッジワースはそれを記録にとり、1799 年に一度劇作品とし
て出版しようと考えていたといわれている(Butler, “Introductory Note” viii; Newcomer, 
73)。その意味では、父親自身が寓意的物語として語っていたものを長編化したと言っ
たほうが正しいのかもしれない。 
6 エッジワースの主要作品からの引用は Marlilyn Butler & Mitzi Myers (eds), The 
Novels and Selected Works of Maria Edgeworth in 12 vols. (London: Pickering & Chatto, 
1999-2003)による。以下この著作集からの引用は NSW として示す。 
7 土地所有階級と職業との関係は、Lawrence Stone & Jeane C. Fawtier Stone, An Open 
Elite? England 1540-1880, abridged ed. (Oxford: Oxford UP, 1986), 145-154 ページに詳
しい。 











10 拙論、“Maria Edgeworth’s Domestic Novels and National Heroines,” 17-22 ページ
参照。 
11 『パトロネッジ』において、アルテンベルク伯爵の故国は、意図的にドイツのどこ




デンティティを見る(“Introductory Note” xx)。 
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13 「国民性や、（国家的）偏狭性そして愛国心」について問いかけるこの小説において






イルランド小説は単独で発表されることはなく、『社交界の物語』(Tales of Fashionable 
Life, 1st ser. 1809; 2nd ser. 1812)の一部となるなど、イギリスのほかの地域（主にイング
ランド）を舞台とする物語と組み合わせて発表されている。 
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